
 

 

 
尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-5．外装デザイン計画     

 

1-5．外装デザイン計画 

 

（１）外装パネルの特徴と経緯 

 

〇 本施設の外装パネルは「焼成頁岩」(※)を PC版に埋込んだ特徴的なものである。 

（※「焼成頁岩」とは、製鉄産業の副産物ともいえるボタ山の自然発火で焼成生産されたもの。） 

〇 この外装パネルは、総合文化センター1期（文化棟）建設の際、尼崎市繁栄の礎を築いた製鉄業をイ

メージさせるもの、さらに言えば市の文化・歴史を象徴するものとして採用された。この外装デザイ

ンは 2期（ホール棟）にも引き続き採用されている。 

〇 しかしながら、文化棟の PC版については 1972 年の竣工から約 20 年経過したころ頃から経年劣化等

により埋込んだ焼成頁岩の一部脱落が発生してきた。そこで 1999 年、阪神淡路大震災（1995 年）の

被災箇所の修繕もあわせて、外壁の大規模修繕が実施された。 

〇 この大規模修繕の際、焼成頁岩の脱落防止に採用されたのが「ガラス繊維入りフッ素樹脂吹付法（製

品名：クリスタルコート）」であった。しかしながら、この塗膜についてはメーカー保証期間の 7 年

が過ぎた後、さらに 18年（2024 年時点）が経過している。施工時は透明だった塗膜も紫外線による

劣化で濃灰色に変色し、脱落防止機能も低下していると思われる。 

〇 この大規模修繕の際、PC版本体の調査も行われ、こちらについては健全性が確認されている。 

〇 本基本設計においては、「総合文化センター耐震化等整備プラン検討業務（2023 年 6 月）」における

「外壁改修の方向性」の結果を踏まえ、「外壁 PC版存置＋焼成頁岩脱落防止材」を採用する。 

〇 この「焼成頁岩脱落防止材」については従前の「透明被膜で表面をコートし小石の脱落を防ぐ」仕様

ではなく、小石や小石を固定しているモルタル等に浸透して固化する強化剤（反応型ケイ酸塩系表面

含浸材）を塗布し「材料強度を上げ小石の脱落を防ぐ」仕様（脱落防止機能 20年保証）を採用する。 

〇 外装デザインの基本方針としては、上記のような手法によって「焼成頁岩打込 PC 版」をそのまま存

置し、約 50年の永きにわたって市民に愛されてきた外観イメージの保全を目指す。 

 

（２）その他外装計画における留意事項 

 

〇 外装に関するその他の留意事項としては、ホール棟南側外壁の「外側」からコンクリート耐震壁を増

打ちする部分が発生する。（※フライタワー上手が綱元になっており、舞台側からの耐震壁補強の増

打ちが不可能なため。）また、文化棟屋上には空調屋外機の騒音防止のためのコンクリート防音壁を

新たに設ける必要がある。これら新設の外壁については、これまでの外観イメージを継承しつつも、

さらなる力強い「再生のイメージ」を印象付けるため「鉄鋼」をイメージさせる濃灰色(全艶)とする。 

〇 本施設の「焼成頁岩打込 PC 版」以外の外壁はアスベストを含有した吹付タイルが施工されている。

本基本設計においては、アスベストは撤去せず、既存塗膜を洗浄した上に新たな吹付タイルを施工す

ることで封じ込める工法を採用する。 

〇 外壁のクラックについては、今回補修を行う。（※過去の補修工事の成果もあり、数量は多くはない。） 

〇 文化棟のバルコニーの既存植栽は、メンテナンスコストを抑制するために全て撤去する。 

〇 2 階東側バルコニーは、植栽を取り除いた後は用途が無く、今回新設される接続ブリッジから見て、

見苦しくなる可能性が高いので全撤去する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図 「焼成頁岩打込 PC版」と「スチール調特殊塗装」の外壁 

 

□図 焼成頁岩脱落防止材のメカニズム 
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改修図

□ 改修立面図(1)西面尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 1.建築計画概要 15031-5.外装デザイン計画

OW1A
　既存クリスタルコート撤去のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW1B
　水洗い洗浄のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW2   コンクリート打放補修+アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW3 　既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を撤去のうえ、アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW4   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE  マンセル5R3/1

OW5   モルタル金コテt30+エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE

OW6   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW7 　既存コンクリートツツキ仕上を洗浄のうえ、アクリル系カラークリア塗装

OW8   コンクリート打放補修+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW9 　ALC板下地+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW10   アルミパネルt2.3曲げ加工

OW11   耐火野地板t18+防水シート+ガルバリウム角波鋼板  マンセルN6

OW12   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)

OW14   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)  マンセル7.5R7/3

P1 　アルミ笠木(既製品)
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改修図

□ 改修立面図(2)南面尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 15041.建築計画概要 1-5.外装デザイン計画

OW1A
　既存クリスタルコート撤去のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW1B
　水洗い洗浄のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW2   コンクリート打放補修+アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW3 　既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を撤去のうえ、アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW4   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE  マンセル5R3/1

OW5   モルタル金コテt30+エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE

OW6   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW7 　既存コンクリートツツキ仕上を洗浄のうえ、アクリル系カラークリア塗装

OW8   コンクリート打放補修+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW9 　ALC板下地+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW10   アルミパネルt2.3曲げ加工

OW11   耐火野地板t18+防水シート+ガルバリウム角波鋼板  マンセルN6

OW12   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)

OW14   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)  マンセル7.5R7/3

P1 　アルミ笠木(既製品)
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改修図

□ 改修立面図(3)東面尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 15051.建築計画概要 1-5.外装デザイン計画

OW1A
　既存クリスタルコート撤去のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW1B
　水洗い洗浄のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW2   コンクリート打放補修+アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW3 　既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を撤去のうえ、アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW4   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE  マンセル5R3/1

OW5   モルタル金コテt30+エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE

OW6   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW7 　既存コンクリートツツキ仕上を洗浄のうえ、アクリル系カラークリア塗装

OW8   コンクリート打放補修+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW9 　ALC板下地+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW10   アルミパネルt2.3曲げ加工

OW11   耐火野地板t18+防水シート+ガルバリウム角波鋼板  マンセルN6

OW12   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)

OW14   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)  マンセル7.5R7/3

P1 　アルミ笠木(既製品)
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改修図

□ 改修立面図(4)北面尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 15061.建築計画概要 1-5.外装デザイン計画

OW1A
　既存クリスタルコート撤去のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW1B
　水洗い洗浄のうえ、表層材脱落防止コート吹付(透明) 

　(※クリスタルコート撤去の際の打込岩はく離分の復旧を面積の0.5％見込む)
 マンセル10R7/2

OW2   コンクリート打放補修+アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW3 　既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を撤去のうえ、アクリル系カラークリア塗装  マンセルN6

OW4   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE  マンセル5R3/1

OW5   モルタル金コテt30+エポキシ系吹付タイル(水性)複層塗材RE

OW6   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW7 　既存コンクリートツツキ仕上を洗浄のうえ、アクリル系カラークリア塗装

OW8   コンクリート打放補修+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW9 　ALC板下地+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E

OW10   アルミパネルt2.3曲げ加工

OW11   耐火野地板t18+防水シート+ガルバリウム角波鋼板  マンセルN6

OW12   モルタル金コテt30+アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)

OW14   既存エポキシ系吹付タイル(アスベスト含有)を洗浄のうえ、アクリル系吹付タイル(水性)複層塗材E(ローラー仕上)  マンセル7.5R7/3

P1 　アルミ笠木(既製品)



 

 

 
尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-5．外装デザイン計画   （３）コンコース天井改修計画  

 

（３）コンコース天井改修計画 

 

〇 現在のコンコース天井（※５ｍ以上の高天井部分）が法律で定められた特定天井の要件を満たしてい

ないため改修を行う。 

〇 本基本設計における新たな天井の構造形式は、「総合文化センター耐震化等整備プラン検討業務（2023

年 6 月）」における「特定天井改修の方向性」の結果を踏まえ「耐震天井＋不燃木調軒天井」とする。 

〇 耐震天井下地は H25 国交省告示第 771 号で規定された特定天井に対応した既製品とする。 

〇 仕上パネルの意匠は、改修工事にて内装木質化を予定しているホワイエと連続性を持たせるため「木

質系」とする。 

〇 仕上パネルの材質は、屋外の高い場所に設置される軒天井という条件から、法的制約（不燃化）、耐久

性、メンテナンス性、コスト等を勘案し、木目調加工を施した窯業系サイディングとする。 

〇 ホール棟と文化棟に挟まれたコンコース（低天井部分）も、意匠的な整合性と老朽化対策として今回

併せて改修する。但し、特定天井には該当しないので建設費が高額となる耐震天井下地は使用しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□現況写真 ホール棟コンコース（低天井部分・特定天井に非該当）から国道 2 号線方面を見る。 
 

□図 コンコース天井伏図 
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尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-6. 環境配慮計画  1-7. バリアフリー計画  

 

1-６．環境配慮計画 

 

（１）長寿命化 

〇 本事業においては、竣工後 40 年以上を経過した既存建築ストックに手を入れながら将来とも大

切に使い続けることを目標とする。この事業そのものが、持続可能な社会の実現、地球環境への

配慮につながると考える。 

〇 本基本設計の「長寿命化」は「耐震補強」と「老朽化に伴う建築・設備更新」のみを対象とする。

更新については「耐用年数を過ぎ、かつ老朽化が著しいもの」のみを対象とする。耐用年数が過

ぎていても発注者から存置する指示があったものは更新しない。 

〇 本基本設計の「長寿命化」には、耐力度調査や健全性の総合評価、長寿命化設計、保全計画立案、

等は含まれていない。但し、今回の耐震補強設計範囲内のコンクリート調査結果を見ると、将来

とも適切なメンテナンスを継続していくならば今後 15 年間は（建物使用目標年数 65 年と想定）

躯体コンクリートの健全性を保つことは可能であろうと推測できる。 

 

（２）外皮の高断熱化 

  〇 尼崎市の長寿命化計画の基本方針では、外壁やサッシ等の外皮の高断熱化は求めていない。 

よって、外壁に面する内壁下地は可能な限り再利用し、その場合、断熱は無しのままとする。 

  〇 止むを得ず外壁に面する内壁下地を改修・新設する場合は、省エネルギー対策の観点から断熱材

（PUｔ25）を施工する。 

  〇 屋上の断熱性能は従前の性能を最低限維持する。 

〇 既存サッシは可能な限り再利用することとし、存置する場合も、単板ガラスから複層ガラスへの

交換といった断熱強化は行わない。 

〇 止むを得ず改修・新設するサッシは、省エネルギー対策の観点から断熱複層ガラスサッシとする。 

 

（３）機器の高効率化 

  〇 照明機器は全てが耐用年数を過ぎた在来照明のため、原則として LED照明に交換する。 

  〇 空調機器は全てが耐用年数を過ぎた旧式タイプのため、原則として高効率タイプに交換する。 

  〇 受変電設備は全てが耐用年数を過ぎた旧式タイプのため、原則として高効率タイプに交換する。 

 

（４）再生可能エネルギーの創出 

  〇 既存の大ホール屋根には太陽光発電シートが 2000 年に施工されている。今回工事では防水改修

は実施しないので、これも存置する。 

〇 今回の基本設計において検証したところ、構造的には大ホール５階屋根全面に 160KW 相当の太

陽光発電パネルを設置可能である。 

 

（５）騒音防止 

  〇 本敷地は騒音規制が「第３種区域(昼間 65db・朝夕 60db・夜間 50db）」振動規制が「第２種区域

(昼間 65db・夜間 60db）」である。本計画ではコンクリート防音壁や設備機器架台の防振ゴム等

によって、この規制値以下とする。 

 

（６）緑化計画 

〇「兵庫県環境の保全と創造に関する条例」に基づく緑化計画届については以下のように整理する。 

１）建築物の緑化基準について 

     今回工事は改築・増築にあたらない。よって、屋上面積の 20%以上となるよう努める必要はあ

るが届出は必要ない。本施設は庄下川公園に隣接していることもあり、屋上緑化は行わない。 

２）建築物（住宅及び特定工場等を除く。）の敷地の緑化基準について 

建築面積に関わらず空地面積の 20%以上の緑化義務がある。現状にて約 22%の緑化がなされ

ているため、これを維持する計画とする。 

 

（７）自然通風促進 

  〇 中間期に自然通風を促進し機械空調に頼る期間を短くすることは環境配慮という観点だけでな

く、ランニングコスト抑制という点からも重要である。本計画では既存階段室を利用した重力換

気による自然通風促進を行う。具体的には、B階段最上階のドア欄間から、「建物内の熱気が自然

に上昇し排気される」ルートを作り出し、2階~4 階の室の窓を開放すれば「気圧差により外気が

自然に流れ込むよう」計画する。B階段の欄間パネルは 2階事務室からの操作で開閉できるよう

にして管理者の負担を最小限とする。 

〇 展示室１は安定した温湿度環境維持を優先し第一種機械換気とする。中間期においても自然換気

は行わない。 

 

1-７．バリアフリー計画 

 

（１）計画の基本方針 

 

〇 本基本設計では「兵庫県福祉のまちづくり条例」の届出までは行わないが、これに準拠して整備する。 

〇 ホール棟、文化棟、接続ブリッジ、庄下川公園は特定施設（※）に該当する。原則として「整備基準」

を満足するように整備することとし、推奨レベルまでは対応しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1511 



 

 

 
☿fi♃כ ⌐ ╢     1_  1-8.BCP ┘☿◐ꜙꜞ♥▫  1 BCP   

 

1-８.BCP 及びセキュリティ計画 

 

（１）BCP（事業継続計画） 

 

〇 「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」では、入居する官署の特性に応じて、施設の構造体、建築

非構造部材、建築設備それぞれについて保有すべき耐震安全性の目標を規定している。 

官庁施設の多くは、地震災害時において、災害対策の指揮、情報伝達や応急復旧活動などに従事する

など、災害対策拠点施設として機能することが求められるが、本施設は耐震安全性の分類上「その他」

の施設であることに留意しつつ基本設計を行う。 

 

国土交通省館長営繕部「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における「耐震安全上の分類」 

耐震安全性の分類 

施設の用途 対象施設 耐震安全性の分類 

構造体 建築非 

構造部材 

建築 

設備 

災害対策の指揮、

情報伝達等のため

の施設 

指定行政機関が入居する施設 Ⅰ類 Ａ類 甲類 

指定地方行政ブロック機関が入居する施設 

東京圏、名古屋圏、大阪圏及び地震防災対策強化

地域にある指定行政機関が入居する施設 

指定地方行政機関のうち、上記以外のもの及びこ

れに準ずる機能を有する機関が入居する施設 

Ⅱ類 

被災者の救助、緊

急医療活動等のた

めの施設 

病院関係機関のうち、災害時に拠点として機能す

べき施設 

Ⅰ類 Ａ類 甲類 

上記以外の病院関係施設 Ⅱ類     

避難所として位置

付けられた施設 

学校、研修施設等のうち、地域防災計画で、避難

所として指定された施設 

Ⅱ類 Ａ類 乙類 

危険物を貯蔵又は

使用する施設 

放射性物質又は病原菌類を取り扱う施設、これら

に関する試験研究施設 

Ⅰ類 Ａ類 甲類 

石油類、高圧ガス、毒物等を取り扱う施設、これ

らに関する試験研究施設 

Ⅱ類 Ａ類 

多数の者が利用す

る施設 

学校施設、社会教育施設、社会福祉施設等 Ⅱ類 Ｂ類 乙類 

その他 一般官公庁施設（上記以外のすべての官庁施設） Ⅲ類 Ｂ類 乙類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本施設は耐震安全性の分類 構造体：Ⅲ類 非構造部材：B類 建築設備：乙類 である。 

今回の耐震補強設計上の基準もこれに拠る。 

 

 

 

 

国土交通省館長営繕部「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における「耐震安全性の目標」 

部  位 分 類 耐 震 安 全 性 の 目 標 

構造体 

Ⅰ類 
大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使用できることを目標と
し、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られている。（建築基準法で
定める耐震性能の 1.5 倍） 

Ⅱ類 
大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを
目標とし、人命の安全確保に加えて機能確保が図られている。（建築基準法で
定める耐震性能の 1.25 倍） 

Ⅲ類 
大地震動により構造体の部分的な損傷は生じるが、建築物全体の耐力の低下
は著しくないことを目標とし、人命の安全確保が図られている。（建築基準法
で定める耐震性能の 1.0 倍） 

建築非構
造部材 

Ａ類 
大地震後、災害応急対策活動や被災者の受け入れの円滑な実施、または危険物
の管理の上で、支障となる建築非構造部材の損傷、移動等が発生しないことを
目標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られている。 

Ｂ類 大地震により建築非構造部材の損傷、移動等が発生する場合でも、人命の安全
確保と二次災害の防止が図られている。 

建築設備 
甲類 大地震動後の人命の安全確保および二次災害の防止が図られていると共に、

大きな補修をすることなく、必要な設備機能を相当期間継続できる。 

乙類 大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られている。 
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